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④糞便性大腸菌群数 

調査結果を②一律排水基準（その他の項目）の大腸菌群数と比較するために単位換算をすると、

NO1 で 410 (個/cm3) 、NO2 で 20 (個/cm3)、NO3 で 42 (個/cm3) 、NO4 で 0.04 (個/cm3)となった。

この結果から、大腸菌群数の結果は糞便由来の大腸菌群より周辺の自然環境による影響が大きい

ことが確認された。 

 

4. 考察 

 今回の調査では、調査を行った 4 地点において全て排水基準以下であり、有害物質による汚染

は見られなかった。 

生活環境項目は、NO1 の pH、NO1 と NO3 の大腸菌群数が排水基準を超える値を示した。 

NO1 の pH は、敷地に埋設する一般廃棄物由来ではなく、周辺環境と水温低下による季節的な

結果と考えられる。気温が高くなり水温が上昇することで排水基準値を満たすと考えられる。 

NO1 と NO3 の大腸菌群数は、敷地内には汚染の原因となるし尿・糞尿は埋立てされていないた

め、自然由来の大腸菌群数及びそれと似た細菌や周辺環境からの影響によるものであると推察さ

れる。また、糞便由来の大腸菌群数を調べるために行った糞便性大腸菌群数の結果から糞便由来

の大腸菌群数が小さいことも確認された。 

ダイオキシン類は全ての地点で排水基準値（水質）、環境基準値（土壌）を満たした。しかし、

NO4 で平成 29 年度に排水基準値の超過が見られていることやふとん籠の機能の検証を含め、今

後も一定の期間は経過観察の必要があると考える。 

 

 

各項目で過年度（平成 28 年度、平成 29 年度）と比較して変化が見られるもの、これまでの傾

向を以下に述べる。 

 

pH 

・NO1 で今年度は「9.2」と排水基準を超過した。季節的な要因であり気温が上がり水温が上

昇することで排水基準値をみたすと考えられる。平成 28 年度は「8.4」、平成 29 年度は「7.5」

と排水基準を満たしていた。 

・NO2 で平成 28 年度に「9.6」と排水基準を超過したが、その後は排水基準を満たしている。 

・NO3 で平成 28 年度に「10.0」と排水基準を超過したが、その後は排水基準を満たしている。 

・NO4 は排水基準を満たしている。 

 

大腸菌群数 

・NO1 と NO3 で排水基準を超過する傾向がある。 

・NO2 は排水基準を満たしている。 

・NO4 で平成 28 年度「44000」、平成 29 年度「5700」と排水基準を超過していたが、今年度は

「140」となり排水基準を満たした。 

 

 

 




